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Abstract

It is the present autho6'view that thele must be a logically integrated consistency
amoag stated obFctives, selected contents and applied methods in the programs of physical
educatioD. With this view they observed analytically seveml textbooks in the alea of
priflciples of physical education in terms of those authors' views of the consistency aud
their presetrtations of objectives, conte[ts and methods. ADd, based otr this observation the
present authors tentatively formulat€d one-to-one corespondiDg relationships amoog physical
education obFctives, colttents aod methods. Followings are the findings obtained from the
otEervation :

l. The maitr factor which determines the regitimate status of physical educatioo in
geueral educatioEal progralr oight be thought of as obiectives stated as possible potential
cootlibutions of physical activities to the developmental qualities of the individual person.

2. The main stageE Io! coostructing physical €ducation programs wele thought to be
formulatio[ of objectives, selectiol! of contelts, decision of methods, and s€tting criteria for
evaluatioo.

3. The above stages must be consistently structured with close refetencial lelatiodship
with each other. However, emphases on the relationships between aod/or amollg items
were fouDd differetrt among authols refered in this study; cons€queatly, corresponding
cotrsisteaci€g displayed in those textbooks were not idefltial. [Proce€diDgs of Depaltmeat
oI Physical &lucation, College of General Education, University of Tokyo, No.8, 85-95, 1974]

キ 東京大学教養学部体育研究室 (Department of Physical ttucation,College of Ceneral Education,
University of Tokyo)



緒     言

体育の概念規定に関して,現在までのところ,

必ずしも厳密な意味における見解の一致がみられ

ているわけではなく,それ故,その中心的な構成

要素である目標,内容および方法についても,必

ずしも厳密な意味において大多数の専門家の間に

おいて見解が一致しているわけではない このこ

とが現状において歓迎されるべきことか否かは別

として,体育が一般教育の統合的一分野として,

人間形成に対してその独自な社会的機能を成功裏

に果していくためには,こ のような見解の不一致

は,あ る意味ではマイナスであり,教育における

体育の位置づけを低く評価させる誘因ともなりか

ねない。とくに,体育が現実の指導の実践におい

て,確実にその意図した方向において効果的に成

果をあげるためには,達成可能な価値が具体的目

標として適切に表明され,個 々の日標を達成する

ための適切な活動内容が媒体として選択され,そ

して日標を達成するための適切な活動内容を操作

して実質的な成果を生する具体的な方法が広義の

技術として組織化され,運営される必要がある

このような体育における日標 内容 方法の一

貫性の保持については,従来学習指導要領の編纂

に当って検討されてきたようであるが,必ずしも

実質的な成功を納めてきてはいないようである

前川は,その著作「体育原理」を叙述するに当

って,「体育の目標 内容 方法の一貫性を原理

として一つの筋を通してみようとしてまとめあげ

ることにしため」 と述べている。また,体育原理

の主要な態度として,「体育の『目的一内容一方法

の一貫鶴 という観点に立って研究をすすめてい

くことになる。」 とも述べている.

A.D.Munrowは ,「教育において, 原理は目

的と同様に手段を取扱う必要がある.体育におい

ては目的と手段が非常に強く相互に関係しあうの

で,一方の論議はもう一方とつねにかかわりをも

つことになる。」と述べ,彼の著作の構成として,

「体育のいくつかの可能な目的に論議の中心をお

いているが,手段 (す なわち教材と方法)は折に

ふれ論議の中に取 り込まれてくる。それが論議に

かかわりをもってくるのは目的の分類と正当性に
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関す るところで,その ような取 り扱いは,少な く

とも一貫性の メ リットをもっている。J として ,

やは り,こ の三者の間の一貫性の保持 とい うこと

をは っき りと意識 しているとみ ることができる

その他,必ず しも一貫性 (COnsiStency)と ぃぅ

ことばを使用 しなくとも,そのことを明らかに意

識して叙述された体育の原理の分野の著作をいく

つかあげることができる

この小論は,こ のような体育の原理の領域にお

けるいくつかの文献を資料として,体育の目標

内容 方法の間の関係がいかに考えられ,具体的

にそれがどのような形で提示されているかを検討

し,こ れ らの考察を基礎に して筆者 らのこの間懸

に対する見解を試論の形で提示することを目的と

してまとめたものである.

理論としての体育原理が,何を 中 心 テ ーマと

し,いかなる理論的枠組において内容を構成すべ

きかについても,ま だ十分な見解の一致がみ られ

ているわけではない。 しかし,体育の目標 内容

方法の一貫性の保持は,おそ らく,その共通の

中心的テーマになりうるものと考えられる この

ことが 十分に検討されない限 り,体育実践におけ

る形式主義は消去されず,実質的な体育の成果は

十分に期待できないと考えられるか らである

本小論をまとめるに当っては,つ ぎの 4つの文

献を主要参考資料とし,必要に応 じて他の著者の

文献を参照した.

winiams, JF: The Principles of Physi‐

cal Education, 8 th, ed 1964

Bookwalter,Kヽ V and H J Vanderzwaag:

Foundations and Principles  of  Physical

Education, 1969

前川峯雄 :「体育原理」く現代保健体育学体系

1> 1970
Larmn,LA:Curriculum Foundations and

Standards for Physical Education, 1970

考察の手順はつぎの通 りである

1 体育の正当な位置づけのための要因

2 カリキュラム構成の必要条件

3 目標 内容 方法の関連について

4 -貫 性の事例

5 批判的考察
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6 -貫性についての試論

(1)体育の概念

(21 目標,内容および方法の概念

13)一貫性のあり方

14)具体的提示

1 体育の正当な位置づけのための要因

体育は一般教育の中にいかに位置づけられる

か,その理論的根拠はどこに求められているので

あろうか。教育における体育の正当性をどのよう

に表明することができるのであろうか.

J.F.Wi■ iamsは ,この疑間に対して直接的に

つぎのように述べている.すなわち,「カリキュ

ラムの中で体育の位置を決定する場合の最も重要

な単一の要因は,それを取りまく一まとまりの理

念であり,それをとりまく哲学的正当性であり,

それが献身するところの目的である°)」 と

これと同様の考え方は,BOOkWalter と Van‐

dermaagに よっても述べてられており,彼 らは,

「あらゆる主要な社会的機能は～その独自な必要

性あるいは目的に適合しなければならない。」 と

し,さ らに,「すべての原理にとって基本的なこ

とは～プログラムの目標である.～各教科に独自

な中間的目標は,その教科の全体的教育プログラ

ムに対する本質的な貢献のタイプを示す。体育は

人間の発達のつぎの4つの側面に第一義的な必然

的な貢献をするものと想定するつ」 として,颯 )器

官の発達 (体力),12)神経筋肉の発達 (ス ポーツ習

慣とスキル),13)認識の発達 (ス ポーツの理解)お

よび 14精動の発達 (ス ポーツマンシップ)をあ

げている.

前川は,「体育をもって,身体運動を媒介とし,

手段とするところの教育であるとした したが

って体育における教育的可能性は,身体活動その

もののもつ特性によって条件づけられようゆ」 と

述べ,さ らにつづけて,「 もしそれを適切に用い

る ことに よって,人間の健康の維持や発展のた

め,知識・技能・態度などを育て,実際に被教育

者を健康に向わせることができ,健康または健康

教育がねらっているものと同一のものを実現した

としても,われわれの規定からすれば,ど こまで

も体育であるということに異論がない告である。」

と強調し,結論的には,「保健的配慮なしには体

育は成立しない ともヽヽえる10」 と云い切ってい

る.

L A Larmnは ,「ぃかなる分野においても,

最も重要な決定は,それがもつ可能性の特性と範

囲に関するものである11)」
と原則を述べ,具体的

にはつぎのように説明している.すなわち,「教

育目標に適合した参加を計画する場合には,一般

に人は,身体活動から結果として生じうる,ま た

は生ずべき,個人的諸特性をはっきりと定めなけ

ればならない(質的体育).ま た同様に,各個人が

その年令,成熟度および個人差に応じて可能な発

達のレベルを確立することが必要である (量的体

育).も し,これらのプログラムロ標 が教育計画

者によって達成されうるならば,そのための参加

の機会が準備された場合,身体活動から完全な価

値が獲得されるだろう このような計画は,体育

が当然そうであってしかるべき教育プログラムの

重要な一部分になり,個人の市民性や個人の福祉

の準備に対して寄与することを保証する1つ
」と.

以上のような一般的な見解 の表 明のはかに,

A D Munrowの ような限定的や意見もある す

なわち,彼は,「 プログラムは,原理の明確化に

伴って生する諸目標を反映するものでなければな

らない1つ
」と述べたあと,「私にとっては,いか

なる体育プログラムの本質も,身体的スキルの獲

得のための機会を提供するものでなければならな

い 早期の直接的で,一般的な意味において,こ

れは,各子供にとって,自分自身の身体の発達と

修練を通して達成され,長期的には,彼がその成

員であるところの社会にとって適切なある種の活

動のマスターを通して達成される.も しこれら2

つの手段が成功的であれば,個人は彼自身の人格

を表現し,実現することができる機会をもつこと

になるであろう
14)」 と述べている

要約すれば,体育を教育の中に正当に位置づけ

る重要な要因は,体育の理念すなわち独自な価値

を示す日標の表明であり,それは一般的には,身

体活動に内在する人間の発達可能性に対する貢献

可能性の形で表明され,よ り具体的には,身体的

スキルの獲得の機会を与えるところにその中心的

論拠があるということがで き よ うか。Munrow
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の第 2の優先順位は身体的発達であ り,他のもの

は品1産物として偶然的に達成されるとしている.

しか し, この見解に対 しては当然異論が見出され

るであろう

2 カリキュラム構成の必要条件

体育の正当な位置づけを保証する要因は, 日標

として表明された人間の身体活動がもつ独自な人

間の発達に対する貢献可能性であると考えられて

いるとみることができるが,こ のような形で専門

的機能を託された実際の体育はどのような条件の

もとに,あ るいは段階を経て構成 (あ るぃは組織

化)さ れているのであろうか

LA.Larmnは ,こ のことについて,「体育カ

リキュラムの設定条件は哲学と科学である それ

は『何を』それがすべきかという こ とと,『いか

に』それが達成され うるかということか ら出発す

る。これがカリキュラムの基盤である1め
」と述べ

,

さらに,「体育のカリキュラムは信念をもって準

備され うる。一般に人は,発達させ られるべき,

あるいは発達され うる諸特性について決定 しなけ

ればならない そしてつぎに,その諸目標を達成

するために本質的に必要な適切な諸活動と指導過

程について決定 しなければな らない 個人や集団

の現在における可能な発達の レベルが,手許にあ

る最も重要な事実であ り,それをいか取 り扱 うか

という判断が,さ まざまな目標が最も効果的に達

成され うる「内容Jと 「方法Jを示す こ とに な

る1の Jと 述べている。そして具体的には,「 プロ

グラムは,期待された目標に従って計 画 され う

る。そのような計画は,身体活動が適切に適用さ

れた場合に,各個人のために何を達成することが

できるかということを証明すする諸事実に基礎を

おいている17)」 と説明している.

Bookwalterと Vanderzwaagは ,「活動,方

法および経験の決定と体育の成果の選択は,発達

的目標に照 してより直接的になされる1ゆJと し,

「カリキュラムあるいはプログラムの問題領域に

特有な側面は, 目的,日 標,成果,活動または内

容,方法,教材,参考資料および評価を含んでい

る。これ らの側面の各々に対 して基準が公式化さ

れ,標準が定められるべきである")Jと 主張して
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いる

W‖ liamsぉ ょこドC C Cowellと W L France

はこの問題について直接的に具体的見解を示 して

いる 前者は,体育のカリキュラムを展開する必

須の段階として,つ ぎの 5つをあげている すな

わち,(1)状 況の分析,0教育されるべき個人の特

性の評価,(3)プ ログラムの目的の表明,(4)め ざす

べき目標の表明,お よび 15)状況,生徒の特性 ,

目的および目標との関連における活動の選択
2の で

ある.

これに対応 して,後者は,「 1つの効果的な体

育のカリキュラムが結果として生ずるためには,

つぎの 4つの主要な問題に対 して満足な解答が与

えられなければならない2つJと して,(1)体育科は

どのような教育的目標を達成 しようとするべきか

(目 標),② これ らの目標を最もよく逹成するため

にどんな教育経験が準備されるべきか (活動の選

択),0ヽ かヽにこれ らの教育的学習経験 は 最もよ

く組織され うるか (指導法),お よび(4ヽ 力ヽ,こ われ

われはこれ らの目標が達成されていることを決定

しうるか (評価)の 4項 目を提示 している

これ らを要約すると,カ リキュラム構成の必要

件条は,形式的にみれば,(1)日 標の表明,0)活動

内容の選択,指導方法の組織化,お よび(4)成 果の

評価の 4つの段階をもつものと考えられていると

みてよいであろう

しかし,実際はこのように簡 単 な 形 式ではな

く,こ のいくつかの条件の相互作用として,ま た

個人の強調性や観点のおき方によって,多様なカ

リキュラが構成されてきているとみてよいであろ

う

3 日標―内容一方法の関連についての考え方

それでは,実際に専門家の間では, 日標―内容―

方法の関連性について,どのように考えられてい

るのだろうか

前川は,すでにふれたように,体育における目標

と内容と方法の間に論理的な一貫性が現実的に保

たれるべきことを前提としているようにみえる.

彼は,極めて一般的な表現としては ,「体育とは～

人間形成という大目標にいたるための方法という

ことができよう
2ら

」と述べたあと,「実際におい
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て,仮にねらいや達成させたいことがあっても,

方法的に実現できないとすれば,それは結局,単
なる期待や願望にすぎないのである したがって

体育の任務は, 日標,内容の方法化が行なわれた

ところで終了するといってよいのである23)」 とし

て,方法の重要性を強調しているようにみえる。

もちろん,彼においても思考の段階として,ま ず

達成可能な目標の明確化をし,つ ぎにそれを達成

するための手段や内容を考え,予想した目標を最

も合理的に達成しうる指導過程上の原理や原則を

究明しようとしているのである。しかも,彼は,

「体育において具体的にとられる方法は,内容や

日標のいかんによって,ま ったく複雑極まりない

ものである・ )」 ことを認めている.

wnhamsは ,体育の目標を3つに分類し (技

術的,関連的および随伴的日標),「そのような目

標は方法と密接な関連をもっている2●Jと 述べ
,

また,「 目標との関連において方法を考えること

は,指導の最も重要な原理である.期待された成

果は何であるか。この成果を確保するために特定

の方法が選択される26)Jと
説明している また,

「最善の方法は,ね らった目標を達成するもので

ある.それは,その目標との関連においてのみ最

善であるゆJと も述べている。彼は,活動内容選

択の基準の 1つ として,「活動は,ね らった目標の

実現に寄与し, 目的と調和しているべきである」

という原理をあげている。そして,実際には各活

動内容に対する具体的目標を表l15し ている。 しか

し,彼は,「人は一般的に教えることはできない

人は特定のものを教えるのである. しかし指導に

おいては,すべての教師が,あ る1つの経験にお

ける学習は多面的であることを認識することも重

要である3"」 ことを指摘している

Bookwalterと Vanderzwaagは,体育の目標

が効果的にしかも経済的に達成されるべき体育カ

リキュラム構成の原理の中で,体育の日標と活動

に関連するものとして,つ ぎの 3つ を掲 げ てい

る。「妥当性 :選択された活動は体育の 1つある

いはそれ以上の目標に貢献しなければならない」,

「全体性 :各性およびどの学年 レベルに対しても,

選ばれた活動の全体は,それぞれのすべての妥当

な目標に対して最適な貢献可能性をもたねばなら

ないJ, および 「相対性 :活動は,体育の日標お

よび学習者の必要性の全体に対するそれぞれの相

対的貢献によって選択されなければならない.・)」

彼 らは,と くに方法と他の 2つの項 目との関連に

ついては明確に言及して いないが,つ ぎの表現

は,その一端を示すものとみてよいであろう.す

なわち,「 目標は,教育的事業によって,そのた

めに保持される価値を示す.～それらは,指導過

程と活動あるいは内容の選択の方向づけをし,最

終的な結果を検討するための基準である3●
J

L A Larmnは ,「体育の日標は,活動それ自

体ではなく,その活動の中に含まれる人間の可能

性の成就である.云いかえれば, 日標は,身体活

動において成功的に満足して参加するために必要

な,すべての個人的特性の人間的発達である
gゆ
」

と規定し,「体育の目標といろいろの年令と成熟

レベルにおける到達基準の設定は,プログラムの

内容が,個人の発達のための最適の可能性を与え

るように計画されるのでなければ,全 く価値のな

いものである8め
」と主張している そして,彼は,

「体育における諸経験の価値の決定は,日 標から

始まる8●Jと し,しかも,「科学的に妥当な体育と

は,個人や集団の諸能力の達成が,その到達可能

性の最適のときに,最 も活発に求められることを

意味する」と考え,体育の必要性や価値は,個人

の発達期の各期で異なるので,体育の実際もまた

異ならなければならないということを強調してい

る.

AD.Munrowは,その著述の手順として,各

目的を検討するとき,折にふれて,その特定の目

的が最もよく達成される手段についての論議を行

ない,「 この方法において糸がたどられ,目的と

実践との 1つのパターンが合流しはじめ るだ ろ

ぅ
861」 と述べている。

江橋は,「一般に教材ないし学習内容とは,体

育の目標を達成するため,生徒児童が具体的に学

習する事柄,あ るいは生活経験の総体というべき

ものであるゆ」とし,「体育科に関していえば,

一方で体育科の日標達成にふさわしいかどうかと

いう観点から選ばれると同時に,それが生徒児童

の身心の発育,発達段階からみて,それぞれの年

令段階における諸能力の発達にふさわしいもので
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あるか否かが検討されねばな らない80Jと
説明し

ている.

このように,取 りあげたすべての専門家におい

ては,体育の目標と活動内容との密接な関連性が

強調され,ま た日標と方法あるいは活動と方法と

の関連が強調されているとみることができる.多

くの場合,その発想の方向は, 日標→内容→方法

の順であるように見 うけ られるが, 日標と方法が

同時であった り,活動内容と目標が同時であった

りする場合がみ られた おそらく,L A Lar"n
の考えのように,身体活動を通 してどんな人間的

発達の価値が実現され うるかという発想か ら目標

が決定され,その価値を実践的に実現するための

条件あるいは手段は何かという観点から方法が組

織化されると考えられるであろうが,こ の問題は

さらにあとで検討することとする.

4 -貫 性の具体的事例

以上,一貫性を検討する前提条 件 を み たうえ

で,こ こで本研究の主要参考資料とした文献か ら

一貫性について具体的提示を例証的にとりあげて

みようと思 う.

(1)J F Wnhamsの場合

A 体育の 目標

a 技術的 目標 :ス キル,筋力,持久力,器官

能力

b 関連的 目標 :知識,洞察,理解

C 随伴的目標 :鑑賞,態度,理想

B 体育の活動内容

a 適応的活動

b プレイ,ゲ ーム,ス ポーツ

C ダンス

d. 自己テス ト的活動,ス タンツ,闘技

e 基本的スキノι:走,跳,投,懸垂など

f 野外のキャンプ活動

C 体育の方法

a 技術的学習における方法の原理

b 関連的学習における方法の原理

C 随伴的学習における方法の原理

D 体育の成果

a 器官系統の発達

b 神経筋肉的スキルの発逹

第8号

C プレイの興味の発達と余暇利用

d 社会的道徳的行動基準の発逹
3"

彼においては,活動内容のすべてがそれぞれ 3

つの目標と関連をもち, 4つの成果を生み出すと

いうように考えられているとみてよい そして,

方法は 3つの目標との関連において各活動とかか

わりをもつと考えられる

(21 前川峯雄の場合

A 体育の目標

a 理想としての全面的発達 :民主的人間の形

成

b 発達的 目標

① 健康的目標 :健康の保持 増進

② 身体的目標 :身体発達,体力,科学的知

識,実践的態度 習慣

③ 運動技能の目標 :豊かな生活や健全な生

活に向うための運動技能

の 社会的目標 :社会的態度や能力の発達

⑤ その他の日標

C 生活的目標

① 余暇生活と体育目標 :意欲,運動生活集

団の構成,施設づくり

② 職場体育 :気分転換,気晴し

③ 生活の全体構造と体育 :余力,趣味とし

ての運動生活

B 体育の内容

a 体操

b スポーッ

C ダンス

d 野外活動

C 体育の方法

a 生理学的原理 (体力づくりの原則)

b 心理学的原理

C 社会学的原理

より具体的には,内容に即 した方法原理として,

a 体力づくりの原理と方法

b 運動技能づくり

C 表現

d 野外 (自 然)活動

の 4節をもうけて説明している

彼においては,確力

“

こ活動内容と方法との対応

関係はととのえられているとみることが で き る
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が,それ らと目標との関連性は, 日標の表明の明

確さの程度とも関係して,必ず しも明らかではな

ヽヽ.

(3)B∞ kWalter と Vanderzwaag の場合

A 体育の目標 (中間的発達的 目標`0)

a 器官の発達 (体 力)

b. 神経筋肉の発達 (ス ポーツ習慣とスキル)

C 理解の発達 (ス ポーツの理解)

d 情動の発達 (ス ポーツマンシップ)

B 体育の活動内容 (中学校の場合)

a 管理的および衛生的諸活動

b ダンス活動 :表現的・創作的運動

C スポーツ活動 :競技的スポーツ

d 体操活動 :矯正または治療,形式的活動,

自己テス ト的活動

C 体育の方法

a. 準備の段階 :学生の必要性の決定,教材の

分析 選択,視聴覚教材の選択と配置,指導

案の作成,指導の場の設定

b 提示の段階 :導入,論理的な教材の提示,

学生の最大参加

C. 応用の段階 :学生の直接的対応の準備,競

争の利用,課外への応用

彼 らは,こ の直接的成果として,上記の 4つの

目標が,それぞれの特性的条件において達成され

るものと考えている。すなわち,器官の発達は,

Condition Ontrolsと して ① 成長,② 栄養 ,

③体力, C筋力, ⑤持久力が,神経筋肉の発達

は,Fixed Controlsと して ①習慣,②スキル
,

③バランス, ④柔軟性, ⑤スピー ド, ⑥加速度

が,理解の発達は,Adaptive Controlsと して,

①知識,②判断,③洞察,④理解が,そ して情動

の発達は,Pattern antr。 lsと して ①態度,②

鑑賞,③理想,④情緒が,それぞれ発達するもの

とみているのである.

(4)L A Lar"nの 場合

A 体育の目標 (中心的価値)41)

a 個人の健康

b. 人間個体の効果的使用

C 人間個体およびその発達と保持に必要な過

程についての知識,理解,認識

d. 社会的存在としての個人

e 個人と民主的指導性および従属性

f 自己集団適応的個体としての個人

B 体育の活動内容

a ティーム,対人的,個人的スポーツ

b 集団ゲームゃ諸活動

C 水泳

d リズムとダンス

e. ダンプリングと体操

f 体力調整および トレーニング運動

g 治療 矯正運動

C 体育の方法

Larsonの 場合は, 日標達成のための具体的な

方法についての検討が与え られ て ヽヽ ない しか

し,人間の発達の基礎的基準として, a 頻度,

b持続,お よび C強 度の概念をあげている

以上, 4つ の主要文献から,それぞれの一貫性

に関する具体的事例を取 り上げてみたが,著者の

立場や観点の多様性に応 じて,実際の目標―内容

一方法の提示も多様性をもつことが示された そ

れは,各著者が もつ原理を反映 して目標が表明さ

れ,それに従って内容や方法が決定されるのであ

るか ら,その多様性は必然的な論理的帰結という

ことができるであろう

しか し,体育が 1つの独自な教育分野として,

その社会的機能を統一的にしかも効果的に果すた

めには,こ のように, 1つの機能がその本質的あ

り方において多様性を有 していてよいものだろう

か 体育を理論的に構想する上で,専門家の間に

おける共通の枠組があってしかるべきではないだ

ろうか しかも,その実践において, 日標と活動

内容と方法とが統一的な一貫性を保っていること

は,個人的な レベルにおいても,重要な意味をも

つものと考えられる.

つぎに,こ のような観点か ら,こ れまでの専門

家の見解に批半1的考察を加え,最後に筆者 らの見

解を示 したいと思 う。

5 批 判 的 考 察

(1)体育の正当な位置づけについて

この小論で取 りあげた専門家たちについて,そ

の見解を整理 して結論的にいえば,体育の正当な

位置づけを保証する要因は,日 標として表明され
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た身体活動に内在する人間の発達に対する貢献可

能性にあるということができよう。多くの専門家

たちは,その第一義的なものを,表現の形式の差

はあれ,身体的技能の発達におき,つ ぎに器官の

能力すなわち体力の保持増進においている.

しかし,問題は,こ のように表明された具体的

価値が,現実的にどの程度まで実現 され うるか

ということである 多くの専門家は個々の具体的

な身体活動が もつ内在的特性を認めている そ し

て,その活動への参力nlこ おける個々の学習者の経

験内容も一様でないことを認めている

ここにおいて,期待された価値を出来る限 り多

くの学習者において,可能な限 リー様に体現させ

ようとして活動の機会を組織化するのが方法であ

る.こ の方法が現実的に具体的に工夫され,熟練

した手腕によって手順よく運用されるのでなけれ

ば,期待された価値,すなわち発達の側面に対す

る確実な貢献はなされえないであろう.それ故ま

た,体育の正当な位置づけの確保も十分にできな

いであろう

体育の正当な位置づけは,単なる体育の目標の

表明のみでは確立されるものではなく,当然のこ

となが ら,その実践における確実な成果の達成に

よって,一般的な評価をうけるものであると考え

られる.

12)体育カリキュラム構成の条件

資料に現われた基本的な共通項 目は, 日標と活

動内容と方法であ り,人によっては,これ らの前

に前提条件としてfEl人 の発達的諸特性の検討が加

えられ,ま たあとに評価の項 目が 加 え られてい

る

ここで,と くに問題とせられるべき事柄は,対
象の発達段階における特徴である. 目標や内容や

方法の分析は一般的な形式でも行なうことが可能

である しかし,体育の現実における対象は,あ
る発達段階におけるある発達的特徴をもった個人

であって, しかも,個人のそのときどきの発達的

必要性は,個人差がありまた変化するとみること

ができる.これらの諸変化に正しく適合して体育

のカリキュラムを構成するためには,対象をとり

まく状況の分析と個人の発育発達の経過を的確に

評価して, 日標や内容や方法の強調性を明示する

第8号

必要がある.

このためには,高度の専門的素養と技術をもっ

た指導者が必要とされるだろうが, このことも,

カツキュラム構成の重要な前提条件として指摘 し

ておく必要があるであろう.

6)日 標 内容 方法の関連について

この二者の一貫性について最も明確に言及して

いるのは前川のみであるが, しかし,多 くの著作

において, 日標と活動内容の,あ るいは日標と方

法の密接な関連性が強調されている。

ここで問題とされるべきことは,真実,ある具

体的目標が,妥当な活動内容を媒介として組織的

に操作されることによって達成されることを実証

できるということである。 もし可能であるならば

それぞれが一対一の対応関係をもって実現され う

ることが理想であろう たとえ,そ うでなくとも,

それぞれがそれぞれの強調性において対応関係を

もち,その成就が確実に実証てきることが望まれ

る そ して,こ の問題を考える場合の第一段階は,

日標と内容の対応関係を考えることである 人は

多 くの事柄に同時に意識を集中して努力的な活動

をすることはできない。意識は 1つの事に集中し

ては じめてその事柄を十分に把握 し,そ こか ら期

待された成果をくみとることができる。それ故 ,

第二段階は,活動の条件を目標の実現に適合する

ように方法的に組織化 し,操作することである

このように,例えば,基礎的なスキルの獲得を

目標として設定するのであれば,そのための活動

内容 (例えば,MOVement Ftluca● On)を選択 し,

スキルの獲得に関する学習理論をこれに方法的に

適用することを考えるのである.

結論的にいえば,こ の目標と内容と方法との間

には,確実な論理的一貫性があるべきで,それが

実践的に証明しうるものであるべきであるという

ことができるであろう.

に)一貫性の具体的事例

以上の考察を基礎にして,専門家によって具体

的に提示された目標,内容および方法を検討して

みると,そのすべてにおいて,こ れ ら三者の間の

対応関係は,必ず しも統一性を保っているとみる

ことはできないようである

WnhamSの 場合は,活動内容のそれぞれが目



標の複数のいずれかあるいはすべてと関係づけ ら

れ うるし,前川の場場合は, 日標の整理が明解で

はなく,やは り内容との対応関係が必ずしも明白

ではない BOOkwalter と Vanderzwaagの 場合

は,方法の提示が余 りにも一般的な形式において

なされてお り,三者の関係は直接的には明らかに

されていない Larmnの場合は,テ キス トの性質

し,方法については論 じていないが,活動内容のそ

れぞれが,何 らかの形式で日標のいくつかあるい

はすべてに関連をもつものとみることができる

確力■こ,一つの具体的な身体活動は,それに個

人が参加することによって,さ まざまな成果をさ

まざまな程度に逹成することができ/1 そ して,

たとえある 1つの日標をその具体的な活動によっ

て達成しようとしても,必然的に他の諸価値が成

就されることがあろう しか し,体育は意図的な

活動でしかも操作的なものである できうること

ならば,我々は,ある明確に意図したね らいを組

織的な操作的活動によって達成した方が,よ り確

実に成果を蓄積することができるのではないかと

考えられる それ故,筆者 らは,つ ぎに, このよ

うな考えに立って,体育の目標 内容 方法の一

貫性についての試論を提示してみたい

6 体育の目標 内容 方法の一貫性に関す

る試論

(1)体育の位置づけ

従来そ して現在も,体育は身体的なもの (活動)

を通しての教育であると解されてきている しか

し,最近では,こ の中心概念あるいは体育の名称に

とって代るかもしれないものとして,MOVement
Education, lヽovement Exploration, Art and

Science of Human Movement と か,  Sport

Educationと かという名称 (概念)が提唱されて

いる

しかし,いずれにしろ,体育が種々の身体活動

を媒介として,その経験を通して,直接的 (技 術

的)には,健康を増進し,体力を高め,身体的ス

キルを獲得し,間接的 (関連的),こは知的理解を

深め,随伴的には情諸の安定や社会的行動基準を

体得するものであることには変りはないと考えら

れる.

とくに,現代の文明社会においては,人間関係

の緊張と身体活動の不足が,人間の自然な健康を

むしばみ,い わゆる現代病あるいは現代文明によ

る退行的疾患の流行を起している 体育は教育の

中で,あ るいは個人や集団の生活活動の中で,そ

れが合理的に処方された身体活動を媒介とするそ

の特殊性において,人間の福祉と発展に独自な貢

献をする可能性をもつものであることが,ま すま

す明確に認識されるようヤ■なってきた

人間は身体活動をするために創られているとい

う自然的生物的存在としての本質的特性が,現代

文明において,体育を無視あるいは否定できない

社会的機能の 1つにしてきている

この機能を十分に果すためには,体育はその基

本的構成部分,すなわち, 日標と内容と方法にお

いて,い力■こ考えられ,ま た実践的に組織されな

けれ,Iな らないだろうか

0 目標,内容,方法の概念

Π標は,体育においてf田 々の学習者の中に実現

すべき,ま た実現可能な価値を示す それは,一

般教育,すなわち全面的な人間形成のための働き

かけにおける目標の表明と一致 し,その中に含ま

れるものでなければならない いいかえれば,人

間的諸価値としての発達的特性の実現に寄与する

ものでなけれ ,ごならない それ故,それはまた ,

対象の発達段階や個人の発達状態に応 じて多様で

あ りうる さらti,重要なことは, 人間の生命活

動の階層性に基づいて発達的目標を表明すること

である これによって,対象の必要性に対する目

標の竜要性が明確になり,対応する活動内容の選

択も,よ り直接的 |■ 適切に行なうことができる

内容は,体育において利用される身体活動がそ

の中にもっている経験的特性で,体育においては

それは具体的には目標と対応する形において把握

されるものである これは,よ り直2_‐的には活動

の内容そのものとみることもできる そして,こ

れは価値の実現に対する手段あるいは媒体とみる

こともできよう

身体活動は,その中のどの二つをとってみても

全く同じものはない それ故,それ らがもつ目標

に対する貢献可能性にも差がある 日標に対 して

最も直接的に貢献 しうる活動内容を選択する必要
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性が,こ こか ら出てくる.             試論として筆者 らの考えを示してみたい .

方法は,体育における広義の技術的あるいは操    

“

)日標 内容 方法の一貫性 (試論)

作的過程あるいは手順である これは指導の準備   A 体育の目標

の最初か ら,最後の評価の段階まで 十分に注意 し   a 基本的な健康の保オ事

て緻密に組織化される必要がある.狭義に解釈す    b 積極的な体力の保l・I増進

れば,こ れはある特定の目標を達成するために,    c 身体的スキルの獲得

内容との関連において適用された指導手順あるい   d 知的理解,認識,態度の発達

は方法原理とみることができよう           e 情緒の安定

方法は確固とした科学的知識の裏付けが必要で    f 社会性の発達

ある.最近,こ の方面での専門的基礎的研究によ   g 美的感覚の発達

る知識や技術の蓄積は,ま すます大きくなりつつ   B 体育の内容

あるので,その実践への応用が大 い に 期 待され    a 保健的運動,矯正的運動,補強的運動

る                         b 合理的に処方された身体的 トレーニング運

目標は理念であり,価値を表わす,内容は概念    動,激 しいスポーツ活動

であり,媒体を示す,方法は技術であり,内容を   c 各種スポーツの基礎となるスキル,特殊な

通して目標を実現する実際的な操 作 的 手 順であ    スキル

る この三つの項目をどのように統一的に組織構    d 人間個体,運動種 日,運動力学等に関する

成するかが,一貫性確保の現実の問題である      知識,生活における運動の必要性の理解

0)一貫性の確保                e レクリエーショナルなプレイ,ダ ーム,ス

体育の目標 内容 方法の一貫性とは,筆者 ら    ポーツ,試合への参加

においては, この三者の間における可能な限 りの    f チーム グームやスポーツ

ー対一の対応関係の現実的実際的存在を意味して   g 身体運動の中の美の鑑賞と創造

いる それは最終的には表明された日標の達成の  C 体育の方法

程度,すなわち成果の評価によって判定されるべ   a 個人の健康状態に応 じて運動を処方 し,個
き関係である。                    人的配慮をもって指導する

達成可能であるということは,体育において選    b 個人の体力状態に応 じて運動を処方 し,個

択される身体諸活動が,それぞれの程度に応 じて    人的配慮をもって指導する

目標の実現可能性を内包 していなけれ ば な らな   C 個人のスキルの レベルに応 じて,各種スポ

い それ故,おそ らく,体育の目標の決定は,活     ―ツの基礎スキルあるいは特殊スキルを適切

動内容の特性の分析に依存すると考えるべきであ    に選択 し,指導する

ろう                       d 人間の運動に関連する知識の分野か ら適切

方法は科学の裏づけをもつものであ り,それは    にテーマを選択 し,指導する

基礎的研究が進展するにつれ,つねに新 しく改善   e 個人の性格に適合したスポーツに主体的に

されなければならない性質のものである。その原    参加させることによって,満足を得るように

則は,方法の合理性,すなわち安全性,効率性,     指導する

適合性等,の基準に対する適合性である        f 集団的な行動の場の中で,積極的に協力的

winlamsは , 日標と方法を直接的に対応させ    に行動するよう適切な刺激を与える

て論 じてお り,又,一般に目標の表明に当っては,    g 各種のすぐれた身体的演技の鑑賞の機会を

彼の分類概念を採用 して論ずるものも多いが,筆    与え,又 自らの身体を創造的に効率よく支配

者 らはむしろ,Larmnの 目標設定に近い立場を    するための機会を与える

とり,こ こでは提示の複雑さを省くために,年令

段階に応ずる検討は加えないことにした つぎに ,



体了iの 日標―内容―方法における一貫性についての一考察

要     約

J F Williams,前 り|1峯 雄, B∞kWalter と

Vanderzwaag, ぉょび L A Larmnの 著作を

主要資料として,体育の目標 内容 方法の一貫

性について考察を加えた.

一般的な結果としては,これ らの専門家は,体

育の位置づけの要因を体育の目標の表明におき,

カリキュラムに構成諸条件として,基本的には日

標の表明→活動内容の選択→方法の組 織 化 を考

え,日標と内容,内容と方法,方法と目標との密

接な関連を強調しているようにみえた。 しかし,

実際に提示された日標と内容と方法の間には,必

ず しも明白な対応関係を示す一 貫 性 は 認め られ

ず,筆者 らは,こ れ らを批判的に考察 したのち,

日標と内容と方法の間の可能な限 りの一対一の対

応関係を想定 して,一貫性の試論を提示 した

この試論の方法に関する部分はさらに詳細な検

討を要するが,日 標を人間の生命活動の階層性と

いう観点か ら表明し,それぞれに対応 して直接的

に貢献する活動内容を選択 して配置 した点は,こ

の小論の独自な点であるといってよいであろう.
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